
令和５年版火災の実態 

 

事例１ 「消し忘れたオイルライターの火がマットレスに着火し出火した火災」 

       

出火時分  ９月 １時ごろ 

用 途 等  共同住宅 耐火造 8/1 延 7,000 ㎡ 

防火管理  該当選任あり 消防計画あり 

被害状況  建物ぼや１棟 マットレス１枚、床若干焼損 負傷者１人 

概  要 

 この火災は、共同住宅の６階居室から出火したものです。 

 出火原因は、飲酒しながら横になり、テレビを見ていた居住者が、たばこを吸うために使用

したオイルライターの火を消し忘れて眠ってしまったため、ライターの火がマットレスに着火

して出火したものです。 

 居住者が目を覚ますと、マットレスから数ｃｍ炎が上がっていたため、掛布団で炎をたたい

て消火しようとしましたが、消火できなかったため、片手鍋に水道水を汲んでマットレスにか

けて消火しました。なお、居住者は初期消火の際に右手に火傷を負っています。 

教 訓 等 

 この火災は、飲酒状態で寝たばこをし、手に持っていたオイルライターを消し忘れたため、

オイルライターの炎がマットレスに接し、出火したものです。 

 ライターなどの裸火を使用する際は、火災につながる危険性があることを十分認識した上で

使用し、取り扱いに注意しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ライター 
【関連章第３章４】 

 

 

写真 4-1 マットレス等の焼損状況 

 

写真 4-2 出火時のライター位置 


